
　私たち生活クラブ北海道は創立40周年の節目に「想
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する未来」というテーマを掲げ「10年後の生活クラ
ブは、社会はどうあってほしいか、そのために何がで
きるか？」を組合員一人ひとりが考えるヒントや糧に
したいと連続講演会を企画してきました。生活クラブ
創設の目的は誰もが人間として生きる社会をつくるこ
と。多様な人たちが生きるこの社会において、最終回
は安田菜津紀さんに「共に生きるとは何か」をお話し
ていただきました。
　同性婚を認めたら社会の価値観が大きく変わってし
まう、という首相発言に端を発した現政権側の性的マ
イノリティの方々に向けた差別発言への憤りとともに
ご挨拶、そもそも人権とはマジョリティ側が賛成した
からマイノリティの人権を認めるというものではなく
誰もが等しく認められる、が大前提ですよね、の確認
から始まった安田さんのお話。あなたに伝えます、あ
なたを尊重します、というまっすぐで温かみあふれる
安田さんの基本スタンスが、瞬く間に広がったように
感じました。
　なぜフォトジャーナリストをめざしたか？高校生の
時、父と兄を相次いで亡くし、現実逃避に近い形で「国
境なき子どもたち」の友情のレポーターに応募、パス
ポートを取るときに父親が在日韓国人だったと知りま
す。夏休みにカンボジアに派遣され、人身売買の被害
に遭い保護された子どもたちと施設で共に時間を過ご
すことで遠い国の問題が一挙に私と私の友だちの問題
になり、その「出会い」が自分を変え、写真を通して
たくさんの人に「出会う」という感覚に近づいてもら
いたいとこの仕事を選んだそうです。また自身のルー
ツをたどる中で在日コリアンの置かれている環境を知
り、民族差別、外国人差別等々、力の不均衡の中で差

別は起き、マジョリティの無関心により増幅される。
差別に気づいた人から声を届けてほしい。そのことが
社会を変える力になりますとの言葉に、一歩を踏み出
す勇気をいただきました。
　最後に生活クラブからの２つの質問に対し、10年後
どんな社会を望むかは「遅れている差別禁止の法的枠
組みを実現したい」。選挙への私たちの向き合い方は
「民主主義の重要な表現方法。政権が作る争点ではな
く自分なりの争点を見つけ参加しよう。」そして、外
国籍の方には選挙権が認められていないがすべての人
にとって生きやすい社会にしたいと締めくくられ、共
に生きることの意味についてたくさんの示唆をいただ
いた講演会となりました。
　 　生活クラブ北海道40周年記念プロジェクト担当理事

安田菜津紀さんをお迎えして
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ご自分の体験を率直に語る安田さん。
参加者との心の距離がぐっと近づきました！



子ども達との「ふれあい」の様子

　コロナ禍でコミニュケーションの場が少なくなっている大学生と、こども食堂のボランティア不足という、
2つの課題を一つにした学生プロジェクトの発足から2ケ月が経ちましたので、この間の学生プロジェクト
の活動についてご紹介いたします。

日時：令和５年２月９日㈭15：00分～ 17：00分
場所：北農会館11階 会議室
＜主な協議事項について＞
⑴幹事会日時について
　● ４月18日㈫10：30～ 12：00
　　ホテルモントレーエーデルホフ（予定） 
⑵2023年事務局会議の開催方法について
　● 全12回とも拡大事務局会議（持ち回り制）として開
催。生協連担当は令和５年12月８日㈮に、こくみ
ん共済coop北海道会館２階大会議室で開催を予定。

⑶公開講演会について
　● テーマ　「新資本主義とSDGsの課題」
　　～SDGs達成に向けた協同組合の果たすべき役割～
　　講　演　斎藤　幸平　氏（さいとう　こうへい）

開会挨拶― 協同組合ネット北海道 小野寺 俊幸
　　　　　（ＪＡ北海道中央会代表理事会長）代表役員
閉会挨拶― 協同組合ネット北海道　信岡 聡
　　　　　（北海道労働金庫副理事長）副代表役員
⑷ 2023年度の独自事業＆あいのり事業の担当事務局に
ついて
　● 主担当は３者（生協連・ろうきん・ＪＡ中央会）事務
局とし、その他の構成団体は副担当としていずれか
の事業担当に入り、事務局会議提案を進めることと
した。

　● 生協連の主担当は①大学講座運営（副担当：ＪＡ中
央会・漁連・森連・コープ・北大）と②公開講演会（副
担当：信連・こくみん共済・大学生協）を担い、月次
の拡大事務局会議に企画提案を行う事とした。

学習サポートの様子

昼食づくりの様子

　こども食堂体験会の様子　　　　　　 
　日時：１月～２月　会場：新琴似西会館

　３月末まで「こども食
堂を知る・体験する」を
テーマに、ＮＰＯボラギ
ャングさんのこども食堂
でほぼ毎週金（18時～
20時）～土（11時～16時）
に食事サポート、学習サ
ポート、国際交流、フー
ドパントリーなどの活動
体験をさせていただいて
います。

留学生による中国語講座の様子

　世代を超えたコミニュ
ケーションの場として、
学生自身も楽しそうに活
動体験をさせていただい
ています。

第１回＆第２回ミーティング開催

　第１回（１/13）＆第２回（２/13）
　　　　　　　学生プロジェクトミーティング開催

　学生プロジェクトでは月１回、実開催で開催してい
ます。
　ミーティングでは活動するにあたっての『心構え』・
『ルール』や、運営者さん、一般ボランティアさんに
も参加いただき『子ども達とのかかわり方についての
注意』などのアドバイスをいただいたり、自分達がこ
の活動を通じて子供たちにどうなってほしいか等を話
し合い、活動テーマの策定の他４月に開催するイベン
ト企画の提案など、学生さんならではの色々な提案が
出されていました。


